
◎
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
九
日
法
律
第
一
〇
八
号
）（
衆
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
一
一
月
四
日
・
衆
議
院
本
会
議
）

○
逢
沢
一
郎
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
国
会
議
員
の
秘
書
の
給

与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案

の
趣
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
政
府
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て

国
会
議
員
の
秘
書
の
本
年
度
及
び
来
年
度
以
降
の
給
料
月
額
、
本
年
十
二

月
期
及
び
来
年
度
以
降
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
し
、
あ
わ
せ
て

所
要
の
経
過
措
置
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
本
日
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
起
草
し
、
提
出
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
参
議
院
議
院
運
営
委
員
長
報
告

（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
二
日
）

○
中
川
雅
治
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
は
、
政
府
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
議
員
秘
書
の
給
料
月
額
及
び

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。委

員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
衆
議
院
に
お
い
て
は
、
委
員
会
の
審
査
は
省
略
さ
れ
た
。

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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